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(57)【要約】
　バッテリーモジュールを構成する板形状二次バッテリ
ーセル(「バッテリーセル」)を電気的に相互接続するた
めの電極端子接続部材であって、該電極端子接続部材が
、連結部分(「屈曲連結部分」)と、該連結部分が屈曲し
て前記電極端子接続部材の後部に溝を形成し、各バッテ
リーセルの板形状電極端子(「バッテリーセル電極端子
」)が前記溝の中に挿入されるようになっており、屈曲
した状態にある電極端子接続部材の前部に向かって突き
出た外部入力及び出力端子と、及び屈曲した状態にある
電極端子接続部材の前部に向かって突き出た電圧検出端
子とを包含する、電極端子接続部材を開示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリーモジュールを構成する板形状二次バッテリーセル(「バッテリーセル」)を電
気的に相互接続するための電極端子接続部材であって、
　前記電極端子接続部材が、連結部分(「屈曲連結部分」)と、外部入力及び出力端子と、
及び電圧検出端子とを包含してなるものであり、
　前記前記連結部分が、屈曲して前記電極端子接続部材の後部に溝を形成し、各バッテリ
ーセルの板形状電極端子(「バッテリーセル電極端子」)が前記溝の中に挿入されてなるも
のであり、
　前記外部入力及び出力端子が、屈曲した状態にある電極端子接続部材の前部に向かって
突き出たものであり、及び
　前記電圧検出端子が、屈曲した状態にある電極端子接続部材の前部に向かって突き出た
ものである、電極端子接続部材。
【請求項２】
　前記屈曲連結部分、及び前記外部入力及び出力端子の数が、前記バッテリーセルの数に
対応するものであり、少なくとも2個のバッテリーセルが互いに電気的に接続されてなる
、請求項１に記載の電極端子接続部材。
【請求項３】
　前記屈曲連結部分が、前記屈曲連結部分が異なった高さを有するように形成されてなる
、請求項２に記載の電極端子接続部材。
【請求項４】
　2個の屈曲連結部分が、前記屈曲連結部分間の高さの差が各バッテリーセルの厚さに等
しくなるように形成され、
　前記外部入力及び出力端子が、前記電極端子接続部材の対向する末端に配置され、
　前記電圧検出端子が、前記電極端子接続部材のほぼ中央に配置されてなる、請求項３に
記載の電極端子接続部材。
【請求項５】
　前記外部入力及び出力端子、並びに前記電圧検出端子が、前記電極端子接続部材の前部
に対して平行に屈曲している、請求項１に記載の電極端子接続部材。
【請求項６】
　前記外部入力及び出力端子が、連結孔を備えている、請求項１に記載の電極端子接続部
材。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の電極端子接続部材が、バッテリーセルの対応する
電極端子に連結される構造に構築された、中型または大型バッテリーモジュール。
【請求項８】
　前記バッテリーモジュールが、複数のセルモジュールを積み重ねることにより形成され
、各セルモジュールが、カートリッジ中に取り付けられたバッテリーセルを有する、請求
項７に記載の中または大型バッテリーモジュール。
【請求項９】
　前記カートリッジが、カートリッジ本体と、上部カバーとを包含してなり、
　　前記カートリッジ本体が、各バッテリーセルに対応する長方形構造に構築されて、前
記バッテリーセルが前記カートリッジ本体に取り付けられてなり、
　　前記カートリッジ本体が、前記カートリッジ本体の上部で開いており、
　　前記上部カバーが、前記バッテリーセルの前記開いた上部に取り付けられ、前記バッ
テリーセルが前記カートリッジ本体に取り付けられてなり、
　前記カートリッジ本体が、前記カートリッジ本体の底部に複数の通し孔を備えており、
　前記カートリッジ本体が、前記カートリッジ本体の各側壁の上側末端の片側に、連結突
起を備えており、
　前記連結突起によって、前記カートリッジ本体が別のカートリッジ本体に連結され、前
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記カートリッジ本体が、前記カートリッジ本体の各側壁の下側末端の片側に、前記連結突
起に対応する連結溝を備えており、
　前記カートリッジ本体が、前記カートリッジ本体の前部に連結部分を備えており、前記
連結部分に、前記電極端子接続部材を取り付けるための追加部材(「取付絶縁部材」)がア
センブリー様式で連結されて、前記電極端子接続部材が、前記バッテリーセル対応の前記
電極端子に対応するものに安定して接続されてなるものである、請求項８に記載の中型ま
たは大型バッテリーモジュール。
【請求項１０】
　各バッテリーセルが、樹脂層および金属層を包含するラミネートシートから製造された
バッテリーケース中に電極アセンブリーを取り付ける構造に構築された小袋形バッテリー
セルである、請求項９に記載の中または大型バッテリーモジュール。
【請求項１１】
　前記取付絶縁部材が、前記カートリッジ本体の前部にほぼ対応するサイズの長方形平行
六面体構造に構築されてなり、
　前記取付絶縁部材が、前記取付絶縁部材の後部に溝(「カートリッジ連結溝」)を備え、
前記溝の中に各カートリッジ本体の前部が挿入されてなり、
　前記取付絶縁部材が、前記取付絶縁部材の前部に一対の孔(「電極端子通し孔」)を備え
、前記通し孔を通して、各バッテリーセルの、前記連結溝を通して導入された電極端子が
露出し、
　前記取付絶縁部材が、前記電極端子通し孔の上に、前記取付絶縁部材の上部に、連結上
側末端を備えてなり、前記連結上側末端が、前記電極端子接続部材の前記屈曲連結部分の
前記後部溝の中に挿入されてなる、請求項１０に記載の中型または大型バッテリーモジュ
ール。
【請求項１２】
　前記取付絶縁部材が、前記取付絶縁部材の前部に配置部分を備えてなり、前記配置部分
の中に、前記電極端子接続部材の前記外部入力、並びに出力端子及び前記電圧検出端子が
安定して配置されてなる、請求項１１に記載の中型または大型バッテリーモジュール。
【請求項１３】
　前記取付絶縁部材が、前記取付絶縁部材の配置部分に、連結窪みを備えてなり、
　前記配置部分に、前記電極端子接続部材の前記外部入力及び出力端子が安定して配置さ
れてなる、請求項１２に記載の中型または大型バッテリーモジュール。
【請求項１４】
　各バッテリーセルの、前記電極端子通し孔を通して外側に露出した前記電極端子が、上
方に屈曲し、前記取付絶縁部材の前記連結上側末端と緊密に接触し、前記取付絶縁部材の
前記連結上側末端を取り囲み、前記取付絶縁部材の前記連結上側末端が、前記電極端子接
続部材の前記屈曲連結部分の前記後部溝の中に挿入される、請求項１１に記載の中型また
は大型バッテリーモジュール。
【請求項１５】
　前記バッテリーセルを、各セルモジュールの前記カートリッジ本体に取り付け、前記カ
ートリッジ本体を積み重ね、前記上部カバーを最も上側にあるカートリッジ本体に連結す
る、請求項９に記載の中型または大型バッテリーモジュール。
【請求項１６】
　複数の請求項９に記載のバッテリーモジュールを包含する高出力、大容量バッテリーモ
ジュールアセンブリー。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は、電極端子接続部材に関し、より詳しくは、バッテリーモジュールを構成する
板形状二次バッテリーセル(「バッテリーセル」)を電気的に相互接続するための電極端子
接続部材であって、該電極端子接続部材が、連結部分(「屈曲連結部分」)と、該連結部分
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が屈曲して前記電極端子接続部材の後部に溝を形成し、各バッテリーセルの板形状電極端
子(「バッテリーセル電極端子」)が前記溝の中に挿入されるようになっており、屈曲した
状態にある電極端子接続部材の前部に向かって突き出た外部入力及び出力端子と、及び屈
曲した状態にある電極端子接続部材の前部に向かって突き出た電圧検出端子とを包含する
、電極端子接続部材に関する。
【発明の背景】
【０００２】
　最近、充電及び放電可能な二次バッテリーが、ワイヤレス携帯装置用のエネルギー供給
源として広く使用されている。また、二次バッテリーは、化石燃料を使用する既存のガソ
リン及びディーゼル車により引き起こされる大気汚染のような問題を解決するために開発
された電気自動車(EV)及びハイブリッド電気自動車(HEV)用の動力源としても非常に大き
な関心を集めている。
【０００３】
　その結果、二次バッテリーを使用する用途の種類が、二次バッテリーの利点のために増
加しており、今後、二次バッテリーは、現在よりも多くの用途及び製品に使用されると期
待されている。
【０００４】
　小型の可動装置は、各装置に一個または数個のバッテリーセルを使用している。他方、
中または大型装置、例えば車両、には、高出力及び大容量が必要なので、複数のバッテリ
ーセルを互いに電気的に接続した、中または大型バッテリーモジュールを使用する。
【０００５】
　バッテリーモジュールのサイズ及び重量は、対応する中または大型装置の受入空間及び
出力に直接関連している。この理由から、製造業者は、小型で軽量のバッテリーモジュー
ルを製造しようとしている。さらに、多くの外部衝撃及び振動にさらされる装置、例えば
電動自転車や電気自動車、は、バッテリーモジュールを構成する部品間の安定した電気的
接続及び物理的連結を必要とする。さらに、高出力及び大容量を達成するために複数のバ
ッテリーセルを使用するので、バッテリーモジュールの安全性が重要であると考えられる
。
【０００６】
　中または大型バッテリーパックは、可能であれば、小型で軽量に製造するのが好ましい
。この理由から、高集積度に積み重ねることができ、重量対容量比が小さいプリズム形バ
ッテリーまたは小袋形バッテリーが、中または大型バッテリーモジュールのバッテリーセ
ルとして通常使用される。特に、アルミニウムラミネートシート製のシース部材を使用す
る小袋形バッテリーに現在多くの関心が集まっているが、これは、小袋形バッテリーの重
量が小さく、小袋形バッテリーの製造コストが低いためである。
【０００７】
　しかし、上記の利点にも関わらず、バッテリーモジュールの単位電池として使用される
小袋形バッテリーには、幾つかの問題がある。
【０００８】
　第一に、小袋形バッテリーは、板形状電極端子がバッテリーケースの上側末端から突き
出す構造に構築されるために、バッテリーモジュールを構築するのに必要な電極端子間の
電気的接続が困難になる。電極端子間の電気的接続は、一般的にワイヤ、プレート、また
は母線を使用し、電極端子同士を互いに、溶接により連結することにより達成されるが、
板形状電極端子間の溶接による連結は、容易ではない。一般的に、板形状電極端子を部分
的に屈曲させ、この板形状電極端子の屈曲部分にプレートまたは母線を溶接するが、これ
には熟練した技術が必要であり、電極端子同士を互いに電気的に接続する工程が複雑にな
る。さらに、連結された区域が、外部衝撃のために互いに分離し、小袋形バッテリーの欠
陥を引き起こすことがある。
【０００９】
　第二に、小袋形バッテリーの機械的強度は低い。この理由から、複数のバッテリーを積
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み重ねてバッテリーモジュールを製造する時に、安定した連結及び組立構造を維持するた
めの追加の部材が必要になる。例えば、小袋形バッテリーを積み重ねてバッテリーモジュ
ールを製造する際、一個以上の単位バッテリーがそれぞれ中に取り付けられている追加の
取付部材、例えばカートリッジ、を使用する。これらのカートリッジを積み重ね、バッテ
リーモジュールを製造する。
【００１０】
　また、複数のバッテリーセルを使用して中または大型バッテリーモジュールを構築する
場合、またはそれぞれ予め決められた数のバッテリーセルを包含する複数の単位モジュー
ルを使用して中または大型バッテリーモジュールを構築する場合、バッテリーセル間また
は単位モジュール間の機械的連結及び電気的接続を達成するのに、一般的に大多数の部材
が必要である。さらに、機械的連結及び電気的接続のための部材を連結、溶接、またはは
んだ付けするのに必要な空間が必要であり、その結果、機構の全体的な大きさが増加する
。
【００１１】
　さらに、外部の力、例えば振動や衝撃、が連続的に作用する装置、例えば車両、に小袋
形バッテリーを使用する場合、小袋形バッテリーの電気的接続区域における接触抵抗が増
加するために、装置の安全性が低下し、短絡が生じることがある。
【００１２】
　従って、セルモジュールを組み合わせ、高出力、大容量電力を得るように構築された中
または大型バッテリーモジュールにおけるセルモジュールの電気的接続構造に関する技術
、即ち各セルモジュール中に取り付けられた複数のバッテリーセルを電気的に相互接続す
るための電極端子接続部材と、それぞれの電極端子接続部材が取り付けられている絶縁部
材との間の接続構造に関する技術が強く求められている。
【発明の概要】
【００１３】
　従って、本発明は、上記の問題及び他の未解決の技術的問題を解決するためになされた
ものである。
【００１４】
　具体的には、本発明の目的は、中または大型バッテリーモジュールにおける複数のセル
モジュール間の電気的接続及び機械的連結を容易に達成し、それによって、中または大型
バッテリーモジュールの生産性及び安全性を向上させることができる電極端子接続部材を
提供することである。
【００１５】
　本発明の一態様により、上記の、及び他の目的は、バッテリーモジュールを構成する板
形状二次バッテリーセル(「バッテリーセル」)を電気的に相互接続するための電極端子接
続部材であって、該電極端子接続部材が、連結部分(「屈曲連結部分」)と、該連結部分が
屈曲して前記電極端子接続部材の後部に溝を形成し、各バッテリーセルの板形状電極端子
(「バッテリーセル電極端子」)が前記溝の中に挿入されるようになっており、屈曲した状
態にある電極端子接続部材の前部に向かって突き出た外部入力及び出力端子と、及び屈曲
した状態にある電極端子接続部材の前部に向かって突き出た電圧検出端子とを包含する、
電極端子接続部材を提供することにより、達成される。
【００１６】
　本発明の電極端子接続部材は、バッテリーセルの電極端子間の電気的接続及び機械的連
結を容易に達成することができる単一構成部品構造に構築されている。従って、本発明の
電極端子接続部材により、他の接続手段、例えばボルト及びナット、及び他の接続方法、
例えば溶接、と比較して、組立工程が非常に簡単に行われ、本発明の電極端子接続部材は
、優れた連結力を提供する。さらに、電極端子間を電気的に接続する際に電圧検出が同時
に行われるので、電圧検出のための追加の接続部材を必要としない。
【００１７】
　好ましくは、屈曲連結部分及び外部入力及び出力端子の数は、少なくとも2個のバッテ



(6) JP 2010-519676 A 2010.6.3

10

20

30

40

50

リーセルが互いに電気的に接続されるように、バッテリーセルの数に対応する。例えば、
2個のバッテリーセルの電極端子を互いに接続し、バッテリーモジュールを製造する場合
、2個の屈曲連結部分及び2個の外部入力及び出力端子が必要である。
【００１８】
　本発明の電極端子接続部材の形状は、接続すべきバッテリーセルの位置に応じて決定す
ることができる。例えば、2個のバッテリーセルを垂直に積み重ねる、即ちバッテリーセ
ル同士が同じ高さにない場合、屈曲連結部分は、屈曲連結部分が異なった高さを有するよ
うに形成することができる。
【００１９】
　2個以上のバッテリーセルを連続的に積み重ねる場合、好ましくは、2個の屈曲連結部分
を、屈曲連結部分間の高さの差が各バッテリーセルの厚さに等しくなるように形成し、従
って、追加の部材を使用せずに、バッテリーセルの電極端子を互いに直列及び／または並
列に小型の様式に接続することができる。例えば、外部入力及び出力端子が、電極端子接
続部材の対向する末端に位置し、電圧検出端子が電極端子接続部材のほぼ中央に位置する
場合、積み重ねたバッテリーセルの電極端子を互いに直列または並列に接続した状態で、
各セルモジュールの対応する区域に電圧検出回路が容易に構築される。
【００２０】
　外部入力及び出力端子及び電圧検出端子が突き出る高さに、特に制限は無い。好ましく
は、外部入力及び出力端子及び電圧検出端子は、電極端子接続部材の前部に対して平行に
屈曲させ、従って、バッテリーセルを積み重ねた状態で、複数のバッテリーセルを互いに
電気的に接続する場合、プリント回路基板をバッテリーセルの、接続部材が配置されてい
る前部に取り付ける工程により、全てのバッテリーセル間の電気的接続が同時に達成され
る。
【００２１】
　好ましい実施態様では、外部入力及び出力端子は、連結孔を備えており、その穴を通し
て外部回路が外部入力及び出力端子に、より容易に接続される。例えば、外部回路がワイ
ヤまたはケーブルである場合、ワイヤまたはケーブルの一端を連結孔に挿入し、ワイヤま
たはケーブルの挿入された部分にはんだ付けまたは溶接を行う。あるいは、連結孔を通し
てボルトを挿入し、ボルトをワイヤまたはケーブルの末端に機械的に連結させることがで
きる。
【００２２】
　本発明の電極端子接続部材の材料には、電極端子接続部材が導電性材料から製造される
限り、特に制限は無い。例えば、予め決められた厚さを有するニッケル板を予め決められ
た形態に曲げ、電極端子接続部材を製造することができる。
【００２３】
　本発明の別の態様により、電極端子接続部材が、バッテリーセルの対応する電極端子に
連結されている構造に構築された中または大型バッテリーモジュールを提供する。
【００２４】
　中または大型バッテリーモジュールは、複数のバッテリーセルが高集積度で積み重ねら
れた構造に構築される。積重型構造では、バッテリーセルが互いに接触した状態で、また
はバッテリーセルが予め決められた間隔を置いて互いに分離された状態で、バッテリーセ
ルを互いに向き合わせることができる。後者の場合、例えば、バッテリーセルの予め決め
られた区域に取り付けた接着性部材、例えば両面接着性テープ、を介して、バッテリーセ
ルを互いに連結し、積重型構造を安定化させることができる。あるいは、一個以上のバッ
テリーセルをカートリッジ中に取り付け、複数のカートリッジを積重様式で互いに接続す
ることができる。それぞれバッテリーセルをカートリッジ中に取り付けた複数のセルモジ
ュールを積み重ねる場合、セルモジュールにより構成されるバッテリーモジュールは、高
い集積度及び構造的安定性を示す。
【００２５】
　好ましくは、各セルモジュールのカートリッジは、各バッテリーセルに対応する長方形
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構造に構築されたカートリッジ本体を包含し、バッテリーセルがカートリッジ本体に取り
付けられ、カートリッジ本体はその上部で開いており、バッテリーセルをカートリッジ本
体に取り付けた状態で、バッテリーセルの開いた上部に上部カバーが取り付けられる。カ
ートリッジ本体は、その底部に複数の通し孔を備えており、カートリッジ本体は、カート
リッジ本体の各側壁の上側末端の片側に、連結突起を備えており、それによって、カート
リッジ本体が別のカートリッジ本体に連結され、一方、カートリッジ本体は、カートリッ
ジ本体の各側壁の下側末端の片側に、連結突起に対応する連結溝を備えており、カートリ
ッジ本体は、カートリッジ本体の前部に連結部分を備えており、その連結部分に、電極端
子接続部材を取り付けるための追加部材(「取付絶縁部材」)が、電極端子接続部材が、対
応するバッテリーセルの対応する電極端子に安定して接続されるように、組立様式で連結
される。
【００２６】
　板形状バッテリーセルは、厚さが比較的小さく、幅が比較的大きく、長さが比較的大き
い二次バッテリーであり、従って、複数のバッテリーセルを積み重ねてバッテリーモジュ
ールを構築する時に、バッテリーモジュールの全体的なサイズを最少に抑えることができ
る。好ましい実施態様では、板形状バッテリーセルは、樹脂層および金属層を包含するラ
ミネートシートから製造されたバッテリーケース中に電極アセンブリーを取り付け、一対
の電極端子がバッテリーケースの片側から突き出る構造に構築された二次バッテリーであ
る。特に、板形状バッテリーセルは、電極アセンブリーが、アルミニウムラミネートシー
トから製造された小袋形バッテリーケース中に取り付けられる構造に構築することができ
る。上記の構造に構築された二次バッテリーは、小袋形バッテリーセルと呼ぶことができ
る。
【００２７】
　小袋形バッテリーセルを構成するカソード、アノード、セパレータ、及び電解質は、本
発明が属する分野で良く知られている。例えば、リチウム遷移金属酸化物、例えばリチウ
ムコバルト酸化物、リチウムマンガン酸化物、またはリチウムニッケル酸化物、もしくは
複合酸化物をカソード用の活性材料として使用することができる。
【００２８】
　小袋形バッテリーセルの充電及び放電中に、小袋形バッテリーセルから熱が発生する。
従って、カートリッジ本体は、その底部に、予め決められたパターンで配置された複数の
通し孔を備え、バッテリーセルから効果的に放熱し、それによって、バッテリーセルの過
熱を阻止するのが好ましい。
【００２９】
　また、通し孔は、互いに予め決められた間隔を置いて配置された幾つかの通し孔群に分
割することができる。少なくとも一個の両面接着性テープを、カートリッジ本体の、通し
孔群が配置されている区域を除いた残りの部分に貼り付け、カートリッジ本体及び対応す
るバッテリーセルを固定することができる。カートリッジに外部衝撃が作用した時、カー
トリッジ中のバッテリーセルの移動が両面接着性テープにより抑制され、それによって、
バッテリーセルの内部短絡が防止される。
【００３０】
　カートリッジ本体同士の間の連結は、様々な様式で行うことができる。好ましくは、各
カートリッジ本体は、その後壁の上側末端に凹凸部分を備え、それによって、カートリッ
ジ本体を別のカートリッジ本体に連結し、カートリッジ本体は、その後壁の下側末端に、
凹凸部分に対応する連結溝を備え、それによって、別の部材を使用せずに、カートリッジ
本体同士が連結される。あるいは、連結凹凸部分は、各カートリッジ本体の後壁の下側末
端に形成し、連結溝を各カートリッジ本体の後壁の上側末端に形成することもできる。
【００３１】
　一般的に、中または大型バッテリーモジュールは、複数のバッテリーセルを高集積度に
積み重ねる方法により製造される。この場合、隣接するバッテリーセルは、好ましくは互
いに予め決められた間隔を置いて配置され、バッテリーセルの充電及び放電の際に発生す
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る熱を効果的に除去する。具体的には、機械的強度が低い一個以上のバッテリーセルをカ
ートリッジ中に取り付け、複数のカートリッジを積み重ね、バッテリーモジュールを構築
する。従って、積み重ねたバッテリーセル間に蓄積する熱が効果的に除去されるように、
積み重ねたカートリッジ間に冷却剤通路を形成する必要がある。
【００３２】
　好ましい実施態様では、冷却剤通路は、カートリッジ本体がその各側壁の上側末端に少
なくとも一個の突起を備える構造により、形成することができる。これによって、そのカ
ートリッジ本体の上に別のカートリッジ本体を積み重ねた時に、冷却剤通路が形成される
。カートリッジ本体は、突起により、互いに予め決められた間隔を置いて配置されて冷却
剤通路を形成し、その通路に沿って、冷却剤が流れる。
【００３３】
　カートリッジ本体及び上部カバー用の材料には、カートリッジ本体及び上部カバーが、
電気的絶縁性を示し、予め決められた機械的強度を有する材料から製造される限り、特に
制限は無い。例えば、カートリッジ本体及び上部カバーは、絶縁性材料で被覆された金属
、絶縁性重合体、またはそれらの樹脂複合材料から製造することができるが、カートリッ
ジ本体及び上部カバー用の材料は、上記の材料に限定するものではない。
【００３４】
　好ましくは、取付絶縁部材は、サイズがカートリッジ本体の前部にほぼ対応する、長方
形の平行六面体構造に構築され、取付絶縁部材は、その後部に溝(「カートリッジ連結溝
」)を備え、その中に各カートリッジ本体の前部が挿入され、取付絶縁部材は、その前部
に孔(「電極端子通し孔」)を備え、その通し孔を通して、各バッテリーセルの、連結溝を
通して導入された電極端子が露出し、取付絶縁部材は、その上部に、電極端子通し孔の上
に、連結上側末端(coupling upper end)を備え、その連結上側末端が、電極端子接続部材
の中に挿入される。
【００３５】
　取付絶縁部材は、隣接するバッテリーセルの電極端子同士を相互に電気的に絶縁するの
に役立つ。この理由から、取付絶縁部材は、電気的絶縁性材料から製造する。電気的絶縁
性材料の好ましい例は、各種のプラスチック樹脂である。しかし、取付絶縁部材用の材料
には、取付絶縁部材が電気的絶縁を達成する限り、特に制限は無い。
【００３６】
　取付絶縁部材は、バッテリーセルの電極端子及びカートリッジに様々な様式で連結する
ことができる。好ましい実施態様では、バッテリーセルをカートリッジ本体上に取り付け
、電極端子がカートリッジ本体の前端部に形成された連結部分と緊密に接触するように、
バッテリーセルの電極端子を下方に折り曲げ、カートリッジ本体の前端部を、取付絶縁部
材の後部に形成されたカートリッジ連結溝の中に挿入し、それによって、取付絶縁部材と
バッテリーセルの電極端子とカートリッジの間の連結が達成される。さらに、電極端子接
続部材を取付絶縁部材に連結すると、取付絶縁部材の中に挿入された電極端子(カートリ
ッジ本体の前端部を取り囲む電極端子)が取付絶縁部材により堅く連結される。
【００３７】
　好ましくは、取付絶縁部材は、バッテリーセル同士を電気的に接続するための電極端子
接続部材が取付絶縁部材に容易に取り付けられる構造に構築する。例えば、取付絶縁部材
は、その前部に配置部分(location part)をさらに備えることができ、その中に、電極端
子接続部材の外部入力及び出力端子及び電圧検出端子が安定して配置される。また、取付
絶縁部材は、その、電極端子接続部材の外部入力及び出力端子が安定して配置される配置
部分に、連結窪みを備えることができ、バッテリーセルの、電極端子通し孔を通して外側
に露出している電極端子を、電極端子接続部材の屈曲連結部分の後部溝の中に挿入するこ
とができる。
【００３８】
　従って、取付絶縁部材の連結上側末端、及び取付絶縁部材を通して挿入された電極端子
は、電極端子接続部材の屈曲連結部分に堅く連結され、それによって、電極端子接続部材



(9) JP 2010-519676 A 2010.6.3

10

20

30

40

50

が取付絶縁部材に安定して連結される。
【００３９】
　上記のカートリッジを使用する中または大型バッテリーモジュールは、例えばバッテリ
ーセルをカートリッジ本体上に取り付け、複数のカートリッジ本体を積み重ね、上部カバ
ーを最も上側にあるカートリッジ本体に連結することにより、製造することができる。
【００４０】
　本発明の別の態様により、複数の中または大型バッテリーモジュールを包含する高出力
、大容量バッテリーモジュールアセンブリーを提供する。中または大型バッテリーモジュ
ールの数は、所望の容量及び出力に応じて変えることができる。
【００４１】
　本発明の中または大型バッテリーモジュール及びバッテリーモジュールアセンブリーは
、設置効率及び構造的安定性を考慮して、設置空間が限られており、振動及び強い衝撃に
頻繁にさらされる電気自動車及びハイブリッド電気自動車用の動力源として使用するのが
好ましい。
【００４２】
　本発明の上記の、及び他の目的、特徴及び利点は、添付の図面を参照しながら記載する
下記の詳細な説明により、より深く理解される。
【好ましい実施態様の詳細な説明】
【００４３】
　ここで、添付の図面を参照しながら、本発明の好ましい実施態様を詳細に説明する。し
かし、本発明の範囲は、例示する実施態様に限定されるものではない。
【００４４】
　図1～3は、本発明の好ましい実施態様による各種の電極端子接続部材を例示する典型的
な図であり、図4は、バッテリーモジュール構築の際に電極端子接続部材が取り付けられ
る取付絶縁部材を例示する典型的な図である。
【００４５】
　分かり易くするために、図1に示す電極端子接続部材100aを「A型接続部材」と呼び、図
2に示す電極端子接続部材100bを「B型接続部材」と呼び、図3に示す電極端子接続部材100
cを「C型接続部材」と呼ぶ。
【００４６】
　これらの図に関して、電極端子接続部材100aは、屈曲連結部分120aを包含し、この部分
は、屈曲し、電極端子接続部材100aの後部に溝140aを形成し、バッテリーセル(図には示
していない)の電極端子(例えばカソード端子)が溝140aの中に挿入され、外部入力及び出
力端子110aが、屈曲した状態にある電極端子接続部材100aの前部に向かって突き出ており
、電圧検出端子130aが、屈曲した状態にある電極端子接続部材100aの前部に向かって突き
出ている。電極端子接続部材100bは、屈曲連結部分120bを包含し、この部分は、屈曲し、
電極端子接続部材100bの後部に溝140bを形成し、バッテリーセル(図には示していない)の
電極端子(例えばカソード端子)が溝140bの中に挿入され、外部入力及び出力端子110bが、
屈曲した状態にある電極端子接続部材100bの前部に向かって突き出ており、電圧検出端子
130bが、屈曲した状態にある電極端子接続部材100bの前部に向かって突き出ている。電極
端子接続部材100cは、屈曲連結部分120cを包含し、この部分は、屈曲し、電極端子接続部
材100cの後部に溝140cを形成し、バッテリーセル(図には示していない)の電極端子(例え
ばカソード端子)が溝140cの中に挿入され、外部入力及び出力端子110cが、屈曲した状態
にある電極端子接続部材100cの前部に向かって突き出ており、電圧検出端子130cが、屈曲
した状態にある電極端子接続部材100cの前部に向かって突き出ている。
【００４７】
　外部入力及び出力端子110a及び電圧検出端子130aは、電極端子接続部材100aの前部に対
して平行に屈曲させる。外部入力及び出力端子110b及び電圧検出端子130bは、電極端子接
続部材100bの前部に対して平行に屈曲させる。外部入力及び出力端子110c及び電圧検出端
子130cは、電極端子接続部材100cの前部に対して平行に屈曲させる。
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【００４８】
　屈曲連結部分120a、120b、及び120c及び外部入力及び出力端子110a、110b、及び110cは
、電気的に接続すべきバッテリーセルの数に対応して形成する。例えば、図2に示す電極
端子接続部材100bは、2個の屈曲連結部分120bおよび121bおよび2個の外部入力及び出力端
子110bおよび111bを包含し、それによって、2個のバッテリーセルの電極端子が互いに並
列または直列に接続される。また、屈曲連結部分120bおよび121bは、屈曲連結部分120bと
121bとの間の高さの差が、バッテリーセルの厚さにほぼ等しくなるように形成される。外
部入力及び出力端子110bおよび111bは、電極端子接続部材100bの対向末端に位置する。電
圧検出端子130bは、電極端子接続部材100bのほぼ中央に位置する。
【００４９】
　外部入力及び出力端子110a、110b、及び110cは、それぞれ連結孔150a、150b、及び150c
を備えており、これらの穴を通してワイヤを使用し、確実な電気的接続が容易に達成され
る。
【００５０】
　図4に関して、取付絶縁部材200は、長方形の平行六面体構造に構築される。取付絶縁部
材200の後部には、カートリッジ連結溝210が形成されており、その中にカートリッジ本体
(図には示していない)の前端部が挿入される。取付絶縁部材200の前部には、一対の電極
端子通し孔220が形成されており、そこを通して、連結溝210を通して導入されたバッテリ
ーセルの電極端子が露出する。
【００５１】
　取付絶縁部材200の上部で、電極端子通し孔220の上に、連結上側末端230が形成されて
おり、この連結上側末端230が、電極端子接続部材100a、100b、100cの屈曲連結部分120a
、120b、120cの後部溝140a、140b、140c(図1～3参照)の中に挿入される。
【００５２】
　取付絶縁部材200の前部には、配置部分240が形成されており、その中に外部入力及び出
力端子110a、110b、110c及び電圧検出端子130a、130b、及び130c(図1～3参照)が安定して
配置される。また、電極端子接続部材100a、100b、100cが取付絶縁部材200に取り付けら
れた状態で、外部入力及び出力端子110a、110b、110cの連結孔150a、150b、150cに対応す
る位置に連結窪み250が形成されている。
【００５３】
　図5及び6は、図1～3の電極端子接続部材及び図4の取付絶縁部材がそれぞれ使用される
、セルモジュールを構成するカートリッジ本体及び上部カバーを例示する透視図であり、
図7及び8は、バッテリーセルを図5のカートリッジ本体に取り付ける工程を例示する典型
的な図である。
【００５４】
　これらの図に関して、カートリッジ本体300は、板形状バッテリーセル400(以下、短く
「バッテリーセル」と呼ぶ)がカートリッジ本体300に取り付けられるように、バッテリー
セル400に対応する長方形構造に構築される。カートリッジ本体300は、その上部が開いて
いる。また、カートリッジ本体300は、その底部310に、予め決められたパターンに配置さ
れた複数の通し孔320を備え、効果的に放熱し、バッテリーセル400の過熱を防止する。通
し孔320は、互いに、カートリッジ本体300の底部に取り付けられる各接着剤テープ450に
対応する間隔を置いて配置された幾つかの通し孔群322に分割されている。上部カバー390
も、予め決められたパターンに配置され、幾つかの通し孔群322に分割されている通し孔3
20を備えている。
【００５５】
　カートリッジ本体300は、その各側壁330の上側末端の片側に連結突起340を備えており
、それによって、カートリッジ本体300は別のカートリッジ本体(図には示していない)で
ある。カートリッジ本体300は、その各側壁330の下側末端の片側に、連結突起340に対応
する連結溝342を備えている。また、カートリッジ本体300は、その前部350に連結部分352
を備えており、その連結部分に取付絶縁部材200が組立様式で連結される。
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【００５６】
　カートリッジ本体300は、その対向側壁330の上側末端に複数の突起360を備えており、
これらの突起は、別のカートリッジ本体(図には示していない)をカートリッジ本体300の
上に積み重ねた時に、冷却剤通路を形成する。カートリッジ本体は、突起360により、互
いに予め決められた間隔を置いて分離され、冷却剤通路を形成し、その通路に沿って冷却
剤が流れる。
【００５７】
　また、カートリッジ本体300は、その後壁370の上側末端に連結溝380を備えており、そ
れによって、カートリッジ本体300が別のカートリッジ本体に連結される。カートリッジ
本体300は、その後壁370の下側末端に、連結溝380に対応する凹凸部分382を備えている。
【００５８】
　接着テープ450は、その接着テープ450がバッテリーセル400の上部または底部に取り付
けられるかによって、異なっていてよい。例えば、各接着テープ450がバッテリーセル400
の上部に取り付けられる場合、その接着テープ450は、予め決められた厚さを有し、各接
着テープ450の片側にのみ接着性を示す弾性の片面接着テープでよい。他方、各接着テー
プ450がバッテリーセル400の底部に取り付けられる場合、その接着テープ450は、各接着
テープ450の両側にのみ接着性を示す両面接着テープでよい。あるカートリッジを別のカ
ートリッジ上に積み重ねる場合、積み重ねたカートリッジ間に限定される空間は、片面接
着テープで満たされ、同時に、バッテリーセルがそれぞれのカートリッジに安定して取り
付けられるように、片面接着テープは、バッテリーセルに弾性的に押し付けられる。片面
接着テープは、予め決められた厚さを有し、弾性を示す、スポンジのような接着テープで
よい。あるいは、片面接着テープは、バッテリーセルの上部には取り付けないが、別のカ
ートリッジ本体をバッテリーセルの上部に付けた時に、バッテリーセルの上部と接触する
こともできる。
【００５９】
　以下、図1～8に関して、セルモジュールの組立を説明する。先ず、接着テープ450を、
カートリッジ本体300の、通し孔群322が形成されている区域を除いた残りの区域に付け、
バッテリーセル400をカートリッジ本体300に取り付ける。続いて、バッテリーセル400の
電極端子410及び420を下方に曲げ、カートリッジ本体300の前部に形成された連結部分352
と緊密に接触させ、バッテリーセル400の曲げた電極端子410及び420が連結部分352を取り
囲むようにする。続いて、取付絶縁部材200を、バッテリーセル400の電極端子410及び420
が緊密に接触している連結部分352に取り付ける。最後に、電極端子接続部材100a、100b
、100cを、取付絶縁部材200に連結し、接着テープ450をバッテリーセル400の上部に付け
、上部カバー390をバッテリーセル400の上部に取り付ける。このようにして、セルモジュ
ールを製造する。
【００６０】
　しかし、セルモジュールの組立工程は、状況に応じて、変更することができる。
【００６１】
　バッテリーセルの電極端子がカートリッジ本体に取り付けられている構造、及び電極端
子接続部材と取付絶縁部材との間の連結構造は、図9～16に、より明確に示してある。
【００６２】
　図9及び10に関して、バッテリーセル400をカートリッジ本体300に取り付ける。続いて
、バッテリーセル400の電極端子410及び420を曲げ、カートリッジ本体300の前部に形成さ
れた連結部分352と緊密に接触させ、バッテリーセル400の屈曲した電極端子410及び420が
連結部分352を取り囲むようにする。従って、バッテリーセル400の、機械的に弱い電極端
子410及び420は、カートリッジ本体300の連結部分352により支持され、それによって、連
結の構造的安定性が大きく改良される。
【００６３】
　取付絶縁部材がそれぞれ上記のように連結されている2個のカートリッジ本体を、バッ
テリーセルがそれぞれのカートリッジ本体に取り付けられている状態で積み重ねる。その
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結果、積み重ねられたカートリッジ本体の前部構造を図11に示す。具体的には、下側カー
トリッジ本体300のカソード端子411及びアノード端子421、及び上側カートリッジ本体301
のカソード端子412及びアノード端子421が、電気的に互いに分離された状態で、それぞれ
の取付絶縁部材200及び201を通して外側に露出されている。
【００６４】
　B型接続部材は、図12に示すように、これらの電極端子が互いに直列に接続されるよう
に、取付絶縁部材に連結する。
【００６５】
　図12に関して、B型接続部材100bの屈曲連結部分120bおよび121bは、前に説明したよう
に、屈曲連結部分120bと121bとの間の高さの差が各バッテリーセルの厚さにほぼ等しくな
り、外部入力及び出力端子110bおよび111bが電極端子接続部材100bの対向末端に位置し、
電圧検出端子130bが電極端子接続部材100bのほぼ中央に位置するように形成される。
【００６６】
　取付絶縁部材200の連結上側末端230を、電極端子接続部材100bのそれぞれの屈曲連結部
分120bおよび121bの後部溝140bおよび141bの中に挿入することにより、電極端子接続部材
100bは取付絶縁部材と連結される。電極端子接続部材100bと取付絶縁部材との間の連結の
際、電極端子接続部材100bは、バッテリーセルの、取付絶縁部材200の通し孔220を通して
露出している電極端子411及び422に接続される。
【００６７】
　電極端子接続部材100bと取付絶縁部材200の連結を図13～15に示す。電極端子接続部材1
00bと取付絶縁部材200の連結を、電極端子接続部材と取付絶縁部材の連結を例示する断面
図である図16及び図17に、より詳細に示す。分かり易くするために、互いに連結される電
極端子接続部材及び取付絶縁部材を、カートリッジ本体及びバッテリーセルを除いて、図
17に後部透視図として示す。
【００６８】
　図16及び17に関して、バッテリーセル400の電極端子411を曲げ、カートリッジ本体300
の前部に形成された連結部分352を取り囲む。バッテリーセル400の屈曲した電極端子411
が、取付絶縁部材200の対応する通し孔220を通して露出している。より詳しくは、バッテ
リーセル400の屈曲した電極端子411は、取付絶縁部材200の連結上側末端230の下側表面と
緊密に接触している。
【００６９】
　従って、電極端子接続部材100bを取付絶縁部材200に連結させると、取付絶縁部材200の
連結上側末端230及びカートリッジ本体300の連結部分352は、電極端子接続部材100bの後
部溝の中に挿入され、その結果、取付絶縁部材200の連結上側末端230と緊密に接触してい
る電極端子411は、電極端子接続部材100bと接触する。
【００７０】
　状況に応じて、電極端子接続部材100bは、バッテリーセル400の電極端子411を上方に曲
げ、取付絶縁部材200の連結上側末端230を取り囲み、取付絶縁部材200の連結上側末端230
と緊密に接触させた状態で、取付絶縁部材200と連結させることができる。
【００７１】
　図13～15に関して、電極端子接続部材100bは、第一カートリッジ本体300に取り付けた
バッテリーセルのカソード端子411と、第二カートリッジ本体301に取り付けたバッテリー
セルのアノード端子422とを、相互に電気的に接続する。同様に、第一カートリッジ本体3
00に取り付けたバッテリーセルのアノード端子412を、第一カートリッジ本体300の下に積
み重ねた別のカートリッジ本体(図には示していない)のカソード端子に接続し、第二カー
トリッジ本体301に取り付けたバッテリーセルのカソード端子421を、第二カートリッジ本
体301の上に積み重ねた別のカートリッジ本体(図には示していない)のアノード端子に接
続することができる。
【００７２】
　図18は、本発明の好ましい実施態様による電極端子接続部材を使用して互いに直列接続
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されたバッテリーセルを包含する中または大型バッテリーモジュールの構造を例示する典
型的な図である。
【００７３】
　図18に関して、中または大型バッテリーモジュール500は、合計8個のバッテリーセルを
包含し、各バッテリーセルに取付絶縁部材200が連結されており、各バッテリーセルがカ
ートリッジモジュール300に取り付けられている。具体的には、中または大型バッテリー
モジュール500は、A型接続部材100aが、バッテリーモジュール500の左上側末端に位置す
るカソード端子に連結され、C型接続部材100cが、バッテリーモジュール500の右下側末端
に位置するアノード端子に連結され、B型接続部材100bが、残りの電極端子に連結され、8
個のバッテリーセルが互いに直列接続されている(8S)。
【００７４】
　図19は、図18の中または大型バッテリーモジュールを使用して製造された、好ましい実
施態様による大型バッテリーモジュールアセンブリーの構造を例示する典型的な図である
。
【００７５】
　図19に関して、大型バッテリーモジュールアセンブリー600は、合計3個の、その中の1
個を図18に示す、中または大型バッテリーモジュール501、502、及び503が電気的接続部
材610、例えば電気ケーブル、を経由して互いに直列接続される構造に構築されている。
従って、大型バッテリーモジュールアセンブリー600は、中または大型バッテリーモジュ
ールの1個、即ち中または大型バッテリーモジュール501、の出力電圧の3倍の出力電圧を
有する。
【００７６】
　図20は、本発明の好ましい実施態様による電極端子接続部材を使用して互いに並列に接
続されたバッテリーセルを包含する中または大型バッテリーモジュールの構造を例示する
典型的な図である。
【００７７】
　図20に関して、中または大型バッテリーモジュール700は、合計8個のバッテリーセルを
包含し、各バッテリーセルに取付絶縁部材200が連結されており、各バッテリーセルがカ
ートリッジモジュール300に取り付けられている。具体的には、中または大型バッテリー
モジュール700は、A型接続部材100aが、バッテリーモジュール700の左側に位置する7個の
カソード端子に連結され、C型接続部材100cが、バッテリーモジュール700の右側に位置す
る7個のアノード端子に連結され、同じ電極端子が、電気的接続部材、例えば電気ケーブ
ル、を経由して互いに並列に接続されている(8P)。
【００７８】
　図21は、図20の中または大型バッテリーモジュールを使用して製造された、好ましい実
施態様による大型バッテリーモジュールアセンブリーの構造を例示する典型的な図である
。
【００７９】
　図21に関して、大型バッテリーモジュールアセンブリー800は、合計3個の、その中の1
個を図21に示す、中または大型バッテリーモジュール701、702、及び703が互いに並列接
続され、大容量を与える構造に構築されている(24P)。
【００８０】
　図22～25は、本発明の別の好ましい実施態様による中または大型バッテリーモジュール
の構造、及び中または大型バッテリーモジュールを使用して製造されたバッテリーモジュ
ールアセンブリーの構造を例示する典型的な図である。
【００８１】
　図22に関して、バッテリーモジュール900は、電極端子接続部材を経由してバッテリー
セルが2個毎に互いに並列に接続され、それぞれ2個のバッテリーセルが互いに並列接続さ
れている4個のバッテリーセル群が互いに直列接続されている構造、即ち4直列及び2並列
構造に構築されている(4S2P)。
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【００８２】
　図23に関して、バッテリーモジュールアセンブリー1000は、バッテリーモジュール701
、702、及び703が互いに直列接続され(3S)、各バッテリーモジュールのバッテリーセルが
互いに並列接続される(8P)構造に構築されている。
【００８３】
　図24に関して、バッテリーモジュールアセンブリー1100は、各バッテリーモジュールの
4個毎のバッテリーセルが電気的接続部材を経由して互いに並列接続され(4P)、バッテリ
ーモジュールが互いに直列接続される(6S)構造に構築されている。
【００８４】
　図25に関して、バッテリーモジュールアセンブリー1200は、バッテリーモジュールが互
いに並列接続され(3P)、各バッテリーモジュールのバッテリーセルが互いに直列接続され
る(8S)構造に構築されている。
【００８５】
　図26は、本発明の別の好ましい実施態様による中または大型バッテリーモジュールにお
ける、電極端子接続部材の電圧検出端子の接続を例示する典型的な図である。
【００８６】
　図26に関して、複数のカートリッジ本体301、302 ...が積み重ねられ、電極端子接続部
材の、カートリッジ本体301、302 ...の前部に連結された電圧検出端子が予め決められた
長さだけ突き出ている。
【００８７】
　従って、複数の接続回路1310が印刷されているプリント回路基板(PCB)1300が、積み重
ねられたカートリッジ本体301、302 ...に取り付けてあり、電極端子接続部材100nの電圧
検出端子130nがPCB 1300と接触し、それによって、電極端子接続部材100nの電圧検出端子
130n同士の間の接続が一度に達成される。
【００８８】
　PCB 1300の接続回路1310の一つ、例えば接続回路1312、が第一カートリッジ本体301に
取り付けられた電極端子接続部材101に接続され、この接続の電圧に基づいて、それぞれ
のバッテリーセルの電圧が測定される。
【００８９】
　上記のように、バッテリーモジュールアセンブリーを構成するバッテリーセルまたはバ
ッテリーモジュールは、所望の出力及び容量に応じて、本発明の電極端子接続部材及び取
付絶縁部材を経由してして互いに直列及び／または並列接続される。また、バッテリーセ
ルまたはバッテリーモジュールは、制御装置に電気的に接続され、全てのバッテリーモジ
ュール及び過充電及び過放電を制御するための電界効果トランジスタ(FET)装置を制御す
る。さらに、各種の構成部品が電気接続部材、例えば母線、ワイヤ、またはケーブル、を
経由してバッテリーモジュールに電気的に接続され、必要な操作を行う。
【００９０】
　本発明の好ましい実施態様を例示のために開示したが、当業者には明らかなように、請
求項に記載する本発明の範囲及び精神から離れることなく、様々な修正、追加、及び置き
換えが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００９１】
　上記の説明から明らかなように、本発明の二次バッテリーモジュール用電極端子接続部
材及び取付絶縁部材は、簡単な組立方法でバッテリーセルの電極端子を安定して接続し、
取付部材、例えばカートリッジ、を使用してバッテリーセルを確実に積み重ね、それによ
って、バッテリーモジュールを構成することができる。
【００９２】
　また、バッテリーセルは、所望の出力及び容量に応じて、互いに直列及び／または並列
接続され、それによって、生産性及び製品品質が改良される。従って、本発明の電極端子
接続部材及び取付絶縁部材を使用して組み立てられた中または大型バッテリーモジュール
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または大型バッテリーモジュールアセンブリーは、電動自転車(E-バイク)、電気モーター
サイクル、電気自動車、またはハイブリッド電気自動車用の電源として使用するのが好ま
しい。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】図1は、本発明の好ましい実施態様による各種の電極端子接続部材を例示する典
型的な図である。
【図２】図2は、本発明の好ましい実施態様による各種の電極端子接続部材を例示する典
型的な図である。
【図３】図3は、本発明の好ましい実施態様による各種の電極端子接続部材を例示する典
型的な図である。
【図４】図4は、バッテリーモジュール構築の際に図1～3の電極端子接続部材が取り付け
られる取付絶縁部材を例示する典型的な図である。
【図５】図5は、図1～3の電極端子接続部材及び図4の取付絶縁部材がそれぞれ使用される
、セルモジュールを構成するカートリッジ本体及び上部カバーを例示する透視図である。
【図６】図6は、図1～3の電極端子接続部材及び図4の取付絶縁部材がそれぞれ使用される
、セルモジュールを構成するカートリッジ本体及び上部カバーを例示する透視図である。
【図７】図7は、バッテリーセルを図5のカートリッジ本体に取り付ける工程を例示する典
型的な図である。
【図８】図8は、バッテリーセルを図5のカートリッジ本体に取り付ける工程を例示する典
型的な図である。
【図９】図9は、本発明のバッテリーセルの電極端子がカートリッジ本体に取り付けられ
ている構造、及び本発明の電極端子接続部材が取付絶縁部材に連結されている構造を例示
する典型的な図である。
【図１０】図10は、本発明のバッテリーセルの電極端子がカートリッジ本体に取り付けら
れている構造、及び本発明の電極端子接続部材が取付絶縁部材に連結されている構造を例
示する典型的な図である。
【図１１】図11は、本発明のバッテリーセルの電極端子がカートリッジ本体に取り付けら
れている構造、及び本発明の電極端子接続部材が取付絶縁部材に連結されている構造を例
示する典型的な図である。
【図１２】図12は、本発明のバッテリーセルの電極端子がカートリッジ本体に取り付けら
れている構造、及び本発明の電極端子接続部材が取付絶縁部材に連結されている構造を例
示する典型的な図である。
【図１３】図13は、本発明のバッテリーセルの電極端子がカートリッジ本体に取り付けら
れている構造、及び本発明の電極端子接続部材が取付絶縁部材に連結されている構造を例
示する典型的な図である。
【図１４】図14は、本発明のバッテリーセルの電極端子がカートリッジ本体に取り付けら
れている構造、及び本発明の電極端子接続部材が取付絶縁部材に連結されている構造を例
示する典型的な図である。
【図１５】図15は、本発明のバッテリーセルの電極端子がカートリッジ本体に取り付けら
れている構造、及び本発明の電極端子接続部材が取付絶縁部材に連結されている構造を例
示する典型的な図である。
【図１６】図16は、本発明の電極端子接続部材と取付絶縁部材の連結を例示する断面図で
ある。
【図１７】図17は、カートリッジ本体及びバッテリーセルを除いた、互いに連結された電
極端子接続部材及び取付絶縁部材例示する後部透視図である。
【図１８】図18は、本発明の好ましい実施態様による電極端子接続部材を使用して互いに
直列接続されたバッテリーセルを包含する中または大型バッテリーモジュールの構造を例
示する典型的な図である。
【図１９】図19は、図18の中または大型バッテリーモジュールを使用して製造された、好
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図である。
【図２０】図20は、本発明の好ましい実施態様による電極端子接続部材を使用して互いに
並列に接続されたバッテリーセルを包含する中または大型バッテリーモジュールの構造を
例示する典型的な図である。
【図２１】図21は、図20の中または大型バッテリーモジュールを使用して製造された、好
ましい実施態様による大型バッテリーモジュールアセンブリーの構造を例示する典型的な
図である。
【図２２】図22は、本発明の別の好ましい実施態様による中または大型バッテリーモジュ
ールの構造、及び中または大型バッテリーモジュールを使用して製造されたバッテリーモ
ジュールアセンブリーの構造を例示する典型的な図である。
【図２３】図23は、本発明の別の好ましい実施態様による中または大型バッテリーモジュ
ールの構造、及び中または大型バッテリーモジュールを使用して製造されたバッテリーモ
ジュールアセンブリーの構造を例示する典型的な図である。
【図２４】図24は、本発明の別の好ましい実施態様による中または大型バッテリーモジュ
ールの構造、及び中または大型バッテリーモジュールを使用して製造されたバッテリーモ
ジュールアセンブリーの構造を例示する典型的な図である。
【図２５】図25は、本発明の別の好ましい実施態様による中または大型バッテリーモジュ
ールの構造、及び中または大型バッテリーモジュールを使用して製造されたバッテリーモ
ジュールアセンブリーの構造を例示する典型的な図である。
【図２６】図26は、本発明の別の好ましい実施態様による中または大型バッテリーモジュ
ールにおける、電極端子接続部材の電圧検出端子の接続を例示する典型的な図である。
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